
土
壌
汚
染
対
策
実

験
の
デ
ー
タ
の
公

表
求
め
よ

３３００
人人
学学
級級
をを
一一
日日

もも
早早
くく

就就
学学
援援
助助
のの

拡拡
充充
をを

そ
え
や
議
員
は
、
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
っ
て
１０
年
、

こ
の
間
の
「
３
度
の
見
直
し
」

も
改
悪
に
次
ぐ
改
悪
で
「
高

い
保
険
料
は
取
ら
れ
る
が
必

要
な
介
護
は
受
け
ら
れ
な

い
」
と
告
発
。

本
区
の
特
養
ホ
ー
ム
の
待

機
者
は
５
月
１
日
現
在
、
１

８
０
７
人
で
入
所
定
員
の
１

・
４
倍
と
指
摘
、
計
画
的
な

増
設
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
金
が
な
く
て
必

要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

実
態
を
示
し
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
利
用
料
を
無
料
化

な
ど
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し

た
。都

は
豊
洲
の
市
場
移
転
予

定
地
の
土
壌
汚
染
対
策
に
つ

い
て
、
今
年
３
月
「
確
実
に

無
害
化
で
き
る
」
と
発
表
し

ま
し
た
が
、
根
拠
と
な
る
デ

ー
タ
は
墨
を
塗
り
、
い
ま
だ

に
隠
し
た
ま
ま
で
す
。

そ
え
や
議
員
は
都
の
態
度

は
極
め
て
不
自
然
と
指
摘
。

全
情
報
の
無
条
件
開
示
を
求

め
よ
と
た
だ
し
ま
し
た
。
ま

た
都
が
不
透
水
層
だ
と
し
て

調
査
を
拒
否
し
て
い
る
有
楽

町
層
以
下
に
つ
い
て
、
汚
染

を
拡
散
せ
ず
に
調
査
す
る
方

法
が
あ
る
と
迫
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
築
地
現
地
再
整
備

の
検
討
を
都
に
求
め
よ
と
た

だ
し
ま
し
た
。

東
京
都
が
今
年
４
月
か
ら

小
学
１
年
生
、
中
学
１
年
生

を
対
象
に
、
一
ク
ラ
ス
の
人

数
が
３９
人
を
超
え
る
場
合
、

少
人
数
学
級
に
し
て
も
良
い

と
し
た
結
果
、
対
象
と
な
っ

た
都
内
５３
の
小
学
校
の
う
ち

８４
・
９
％
の
４５
校
が
少
人
数

学
級
を
選
択
し
ま
し
た
。

そ
え
や
議
員
は
「
子
ど
も

た
ち
に
も
よ
く
目
が
届
く
」

と
好
評
な
３０
人
学
級
を
一
日

も
早
く
全
学
年
で
実
施
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
格
差
と
貧
困
の
広

が
り
が
子
ど
も
た
ち
の
勉
強

の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
就

学
援
助
の
拡
充
を
求
め
ま
し

た
。

生生
活活
苦苦
でで
必必
要要
なな

介介
護護
をを
我我
慢慢

こ
の
条
例
は
、
重
度
の
要

介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者
に

月
額
１
万
円
の
介
護
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
。
必
要

な
財
源
は
、
年
間
約
２
億
５

千
万
円
余
で
す
。

こ
の
間
、
高
齢
者
へ
の
増

税
や
国
保
料
や
介
護
保
険
料

の
負
担
増
で
区
内
高
齢
者
の

生
活
は
、
一
段
と
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
も
と
で
、
利
用
料
負
担

が
大
変
な
た
め
に
、
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
深
刻
な

状
況
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

経経
済済
的的
支支
援援
でで
在在
宅宅

ササ
ーー
ビビ
スス
確確
保保
をを

区
の
調
査
で
も
、
利
用
者

の
負
担
感
に
つ
い
て
、
要
介

護
度
５
の
人
の
６
割
が
「
負

担
に
感
じ
る
」
と
回
答
。

ま
た
、
重
度
要
介
護
者
を

在
宅
で
み
て
い
る
家
族
介
護

者
の
３
人
に
１
人
が
「
経
済

的
負
担
が
大
き
い
」
と
回

答
。経

済
的
支
援
に
よ
っ
て
必

要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

深深
刻刻
なな
介介
護護
実実
態態
をを

見見
なな
いい
議議
論論

厚
生
委
員
会
の
審
議
で

は
、
「
バ
ラ
マ
キ
だ
」
（
公

明
）
、
「
実
施
し
て
い
る
区

と
利
用
割
合
は
変
わ
ら
な

い
」
（
自
民
）
、
「
現
金
給

付
は
い
か
が
な
も
の
か
」（
民

主
）
、
「
１
万
円
で
介
護
保

険
の
抜
本
的
な
改
善
は
で
き

な
い
」
（
市
民
）
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
オ
ー
ル
与
党

が
条
例
案
を
否
決
。

深
刻
な
介
護
実
態
を
改
善

す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
引
き
つ
づ
き
条
例
の

実
現
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
第
２
回
定
例
会
に
「
重
度

要
介
護
高
齢
者
手
当
条
例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
６
月

９
日
に
行
わ
れ
た
本
会
議
で
大
つ
き
か
お
り
議
員
が
提

案
理
由
を
説
明
。
１５
日
の
厚
生
委
員
会
で
提
案
者
と
し

て
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

区区
議議
会会
日日
程程（（
予予
定定
））

９
／
２８

本
会
議

２９

本
会
議

１０
／
１

補
正
予
算
審

査

４
〜
８

決
算
審

査

１２

企
画
総
務
委

員
会

１３

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

１４

区
民
環
境
委

員
会

文
教
委
員
会

１８

清
掃
臨
海
部

１９

防
災
ま
ち
づ

く
り

２０

南
北
交
通

２１

医
療
介
護

２６

最
終
本
会
議

そ
え
や
良
夫
議
員
の
一
般
質
問

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
、利
用
料
負
担
の
軽
減
を
！

介護度４・５の高齢者に月１万円の手当

共共産産党党区区議議団団がが条条例例をを提提案案

そえや良夫議員
条例提案する

大つきかおり議員

２０１０年７月発行 （２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


